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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月26日(2011.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体に化粧料組成物を含浸してなるシート状パック化粧料であって、前記化粧料組成
物は、１）水酸化レシチンと、２）ポリエーテル変性シリコーンと、３）ショ糖脂肪酸エ
ステルを含有することを特徴とする、シート状パック化粧料。
【請求項２】
　化粧料組成物における、前記ポリエーテル変性シリコーンのＨＬＢ（Hydrophile-Lipop
hile Balance）値が１０～２０であることを特徴とする、請求項１に記載のシート状パッ
ク化粧料。
【請求項３】
　化粧料組成物における、前記ポリエーテル変性シリコーンがPEG-10メチルエーテルジメ
チコン、PEG-11メチルエーテルジメチコン、PEG9-ジメチコン、PEG-10ジメチコン、PEG-1
2ジメチコンの1種又は2種以上であることを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載の
シート状パック化粧料。
【請求項４】
　化粧料組成物における、前記ショ糖脂肪酸エステルにおいて、脂肪酸がＣ８－２２であ
り、該脂肪酸の1種又は2種以上がショ糖とエステル結合したものであることを特徴とする
、請求項１～３何れか１項に記載のシート状パック化粧料。
【請求項５】
　前記支持体は、レーヨンを含む不織布であることを特徴とする、請求項１～４何れか１
項に記載のシート状パック化粧料。
【請求項６】
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　有効成分として、保湿剤を含有する化粧料組成物を、支持体に担持したものであること
を特徴とする、請求項１～５何れか１項に記載のシート状パック化粧料。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　この様な実状に鑑みて、本発明者らは、化粧料組成物の担持特性に優れるシート状パッ
ク化粧料を求めて、鋭意研究努力を重ねた結果、支持体に化粧料組成物を含浸してなるシ
ート状パック化粧料であって、前記化粧料組成物は、１）水酸化レシチンと、２）ポリエ
ーテル変性シリコーンと、３）ショ糖脂肪酸エステルを含有するシート状パック化粧料に
於いて、化粧料組成物又は有効成分が速やかにシートに浸透し、しかる後シートを皮膚に
適用した場合、シートから皮膚へ化粧料組成物が容易に移行し、皮膚に浸透することを見
いだし、発明を完成させるに至った。即ち、本発明は、以下に示すとおりである。
　（１）支持体に化粧料組成物を含浸してなるシート状パック化粧料であって、前記化粧
料組成物は、１）水酸化レシチンと、２）ポリエーテル変性シリコーンと、３）ショ糖脂
肪酸エステルを含有することを特徴とする、シート状パック化粧料。
　（２）化粧料組成物における、前記ポリエーテル変性シリコーンのＨＬＢ（Hydrophile
-Lipophile Balance）値が１０～２０であることを特徴とする、（１）に記載のシート状
パック化粧料。
　（３）化粧料組成物における、前記ポリエーテル変性シリコーンがPEG-10メチルエーテ
ルジメチコン、PEG-11メチルエーテルジメチコン、PEG9-ジメチコン、PEG-10ジメチコン
、PEG-12ジメチコンの1種又は2種以上であることを特徴とする、（１）又は（２）に記載
のシート状パック化粧料。
　（４）化粧料組成物における、前記ショ糖脂肪酸エステルにおいて、脂肪酸がＣ８－２
２であり、該脂肪酸の1種又は2種以上がショ糖とエステル結合したものであることを特徴
とする、（１）～（３）何れか１項に記載のシート状パック化粧料。
　（５）前記支持体は、レーヨンを含む不織布であることを特徴とする、（１）～（４）
何れか１項に記載のシート状パック化粧料。
　（６）有効成分として、保湿剤を含有する化粧料組成物を、支持体に担持したものであ
ることを特徴とする、（１）～（５）何れか１項に記載のシート状パック化粧料。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
＜３＞ショ糖脂肪酸エステル
　本発明のショ糖脂肪酸エステルは、ショ糖と脂肪酸がエステル結合したものであり、シ
ョ糖をＤＭＦ等の溶媒に溶解せしめ、ピリジンやトリエチルアミンなどのアルカリ存在下
脂肪酸クロリドを反応させるなど、常法に従い合成することは可能である。該脂肪酸残基
としては、オレイン酸残基、イソステアリン酸残基、ラウリン酸残基、ミリスチン酸残基
、パルミチン酸残基、ステアリン酸残基、ベヘン酸残基、ウンデシレン酸残基が使用する
ことが出来、ラウリン酸残基、パルミチン酸残基、ステアリン酸残基が特に好ましく、又
、水酸基のアシル化度については、本発明で用いる、ショ糖脂肪酸エステルとしては、シ
ョ糖モノ脂肪酸エステル、ショ糖ジ脂肪酸エステル、ショ糖トリ脂肪酸エステルが好まし
く挙げられるが、中でもショ糖モノ脂肪酸エステルがより好ましく例示できる。このよう
な市販品としては、「DKエステルS-L18A」(ショ糖ヤシ油脂肪酸エステル；第一工業製薬
製)が例示できる。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
＜４＞本発明の化粧料を構成する化粧料組成物
　本発明の化粧料組成物は、前記必須成分を含有し、後記支持体に含浸されるべきもので
あることを特徴とする。本発明の化粧料組成物においては、これら上記の成分以外に通常
化粧料で使用される任意成分を含有することができる。任意成分としては、例えば、マカ
デミアナッツ油、アボカド油、トウモロコシ油、オリーブ油、ナタネ油、ゴマ油、ヒマシ
油、サフラワー油、綿実油、ホホバ油、ヤシ油、パーム油、液状ラノリン、硬化ヤシ油、
硬化油、モクロウ、硬化ヒマシ油、ミツロウ、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、イボ
タロウ、ラノリン、還元ラノリン、硬質ラノリン、ホホバロウ等のオイル、ワックス類、
流動パラフィン、スクワラン、プリスタン、オゾケライト、パラフィン、セレシン、ワセ
リン、マイクロクリスタリンワックス等の炭化水素類、オレイン酸、イソステアリン酸、
ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、ウンデシレン酸等
の高級脂肪酸類、セチルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール
、ベヘニルアルコール、オクチルドデカノール、ミリスチルアルコール、セトステアリル
アルコール等の高級アルコール等、イソオクタン酸セチル、ミリスチン酸イソプロピル、
イソステアリン酸ヘキシルデシル、アジピン酸ジイソプロピル、セバチン酸ジ－２－エチ
ルヘキシル、乳酸セチル、リンゴ酸ジイソステアリル、ジ－２－エチルヘキサン酸エチレ
ングリコール、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、ジ－２－ヘプチルウンデカン酸グ
リセリン、トリ－２－エチルヘキサン酸グリセリン、トリ－２－エチルヘキサン酸トリメ
チロールプロパン、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エチル
ヘキサン酸ペンタンエリトリット等の合成エステル油類、ジメチルポリシロキサン、メチ
ルフェニルポリシロキサン、ジフェニルポリシロキサン等の鎖状ポリシロキサン、オクタ
メチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシク
ロヘキサンシロキサン等の環状ポリシロキサン、アミノ変性ポリシロキサン、アルキル変
性ポリシロキサン、フッ素変性ポリシロキサン等の変性ポリシロキサン等のシリコーン油
等の油剤類、脂肪酸セッケン（ラウリン酸ナトリウム、パルミチン酸ナトリウム等）、ラ
ウリル硫酸カリウム、アルキル硫酸トリエタノールアミンエーテル等のアニオン界面活性
剤類、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化ベンザルコニウム、ラウリルアミン
オキサイド等のカチオン界面活性剤類、イミダゾリン系両性界面活性剤（２－ココイル－
２－イミダゾリニウムヒドロキサイド－１－カルボキシエチロキシ２ナトリウム塩等）、
ベタイン系界面活性剤（アルキルベタイン、アミドベタイン、スルホベタイン等）、アシ
ルメチルタウリン等の両性界面活性剤類、ソルビタン脂肪酸エステル類（ソルビタンモノ
ステアレート、セスキオレイン酸ソルビタン等）、グリセリン脂肪酸類（モノステアリン
酸グリセリン等）、プロピレングリコール脂肪酸エステル類（モノステアリン酸プロピレ
ングリコール等）、硬化ヒマシ油誘導体、グリセリンアルキルエーテル、ＰＯＥソルビタ
ン脂肪酸エステル類（ＰＯＥソルビタンモノオレエート、モノステアリン酸ポリオキシエ
チレンソルビタン等）、ＰＯＥソルビット脂肪酸エステル類（ＰＯＥ－ソルビットモノラ
ウレート等）、ＰＯＥグリセリン脂肪酸エステル類（ＰＯＥ－グリセリンモノイソステア
レート等）、ＰＯＥ脂肪酸エステル類（ポリエチレングリコールモノオレート、ＰＯＥジ
ステアレート等）、ＰＯＥアルキルエーテル類（ＰＯＥ２－オクチルドデシルエーテル等
）、ＰＯＥアルキルフェニルエーテル類（ＰＯＥノニルフェニルエーテル等）、プルロニ
ック型類、ＰＯＥ・ＰＯＰアルキルエーテル類（ＰＯＥ・ＰＯＰ２－デシルテトラデシル
エーテル等）、テトロニック類、ＰＯＥヒマシ油・硬化ヒマシ油誘導体（ＰＯＥヒマシ油
、ＰＯＥ硬化ヒマシ油等）、アルキルグルコシド等の非イオン界面活性剤類、ポリエチレ
ングリコール、グリセリン、１，３－ブチレングリコール、エリスリトール、ソルビトー
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ル、キシリトール、マルチトール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ジ
グリセリン、イソプレングリコール、１，２－ペンタンジオール、２，４－ヘキシレング
リコール、１，２－ヘキサンジオール、１，２－オクタンジオール等の多価アルコール類
、ピロリドンカルボン酸ナトリウム、乳酸、乳酸ナトリウム等の保湿成分類、グアガム、
クインスシード、カラギーナン、ガラクタン、アラビアガム、ペクチン、マンナン、デン
プン、キサンタンガム、カードラン、メチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、
カルボキシメチルセルロース、メチルヒドロキシプロピルセルロース、コンドロイチン硫
酸、デルマタン硫酸、グリコーゲン、ヘパラン硫酸、ヒアルロン酸、ヒアルロン酸ナトリ
ウム、トラガントガム、ケラタン硫酸、コンドロイチン、ムコイチン硫酸、ヒドロキシエ
チルグアガム、カルボキシメチルグアガム、デキストラン、ケラト硫酸、ローカストビー
ンガム、サクシノグルカン、カロニン酸、キチン、キトサン、カルボキシメチルキチン、
寒天、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、カルボキシビニルポリマー、ポリ
アクリル酸ナトリウム、ポリエチレングリコール、ベントナイト等の増粘剤、表面を処理
されていても良い、マイカ、タルク、カオリン、合成雲母、炭酸カルシウム、炭酸マグネ
シウム、無水ケイ酸（シリカ）、酸化アルミニウム、硫酸バリウム等の粉体類、表面を処
理されていても良い、ベンガラ、黄酸化鉄、黒酸化鉄、酸化コバルト、群青、紺青、酸化
チタン、酸化亜鉛の無機顔料類、表面を処理されていても良い、雲母チタン、魚燐箔、オ
キシ塩化ビスマス等のパール剤類、レーキ化されていても良い赤色２０２号、赤色２２８
号、赤色２２６号、黄色４号、青色４０４号、黄色５号、赤色５０５号、赤色２３０号、
赤色２２３号、橙色２０１号、赤色２１３号、黄色２０４号、黄色２０３号、青色１号、
緑色２０１号、紫色２０１号、赤色２０４号等の有機色素類、ポリエチレン末、ポリメタ
クリル酸メチル、ナイロン粉末、オルガノポリシロキサンエラストマー等の有機粉体類、
パラアミノ安息香酸系紫外線吸収剤、アントラニル酸系紫外線吸収剤、サリチル酸系紫外
線吸収剤、桂皮酸系紫外線吸収剤、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、糖系紫外線吸収剤、
２－（２'－ヒドロキシ－５'－ｔ－オクチルフェニル)ベンゾトリアゾール、４－メトキ
シ－４'－ｔ－ブチルジベンゾイルメタン等の紫外線吸収剤類、エタノール、イソプロパ
ノール等の低級アルコール類、ビタミンＡ又はその誘導体、ビタミンＢ６塩酸塩、ビタミ
ンＢ６トリパルミテート、ビタミンＢ６ジオクタノエート、ビタミンＢ２又はその誘導体
、ビタミンＢ１２、ビタミンＢ１５又はその誘導体等のビタミンＢ類、α－トコフェロー
ル、β－トコフェロール、δ－トコフェロール、ビタミンＥアセテート等のビタミンＥ類
、ビタミンＤ類、ビタミンＨ、パントテン酸、パンテチン等のビタミン類などが好ましく
例示できる。これらの必須成分と任意成分とを常法に従って処理し、ローション形態、乳
液形態、エッセンス形態、クリーム形態、ジェル形態に加工することにより、本発明の化
粧料組成物とすることが出来る。本発明の化粧料組成物としては粘度が１０００ｍＰ・ｓ
以下のローション形態乃至は乳液形態が特に好ましい。これは本発明の化粧料の特徴であ
る、化粧料の担持量の増加効果が著しいためである。又、本発明の化粧料に於いては、例
えば、保湿成分のような有効成分の皮膚への移行特性に優れることから、この様な成分を
含有することが好ましい。有効成分としては、アルブチン、アスコルビン酸リン酸エステ
ル及び／又はその塩、トラネキサム酸及び／又はその塩、トラネキサム酸メチルアミドな
どの美白剤、グリセリン、ヒアルロン酸及び／又はその塩、トレハロース、硫酸化トレハ
ロース及び／又はその塩等の保湿成分、グリチルリチン酸及び／又はその塩、グリチルレ
チン酸アルキルエステル等の抗炎症剤などが好適に例示でき、かかる成分の好ましい含有
量は、０．０１～１５質量％である。
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